
国
際
財
政
学
会
第
六
九
回
年
次
大
会
に
参
加
し
て

山

田

直

夫

Ⅰ
．
は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
筆
者
が
参
加
し
た
国
際
財
政
学
会
の
第
六

九
回
年
次
大
会
に
つ
い
て
報
告
を
行
う
。
国
際
財
政
学
会

︵
In
tern
ation
alIn
stitu
te
ofP
u
b
lic
F
in
an
ce：
IIP
F
︶

は
、
一
九
三
七
年
に
パ
リ
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
、
財
政

学
・
公
共
経
済
学
の
世
界
的
な
学
会
で
あ
る
。
国
際
財
政

学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ⑴

に
よ
る
と
、
現
在
、
約
五
〇
カ
国

に
約
八
〇
〇
名
の
会
員
を
有
し
て
い
る
。
年
次
大
会

︵
A
n
n
u
al
C
on
g
ress︶
は
毎
年
八
月
に
開
催
さ
れ
、
著

名
な
研
究
者
に
よ
る
基
調
講
演
︵
K
ey
n
ote
L
ectu
res︶

や
個
別
の
研
究
報
告
︵
W
ork
in
g
G
rou
p
S
ession
s︶
が

行
わ
れ
る
ほ
か
に
、
デ
ィ
ナ
ー
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ

ベ
ン
ト
︵
S
ocial
E
v
en
ts︶
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
今
年

は
八
月
二
二
日
か
ら
二
五
日
に
か
け
て
、
カ
タ
ー
ニ
ア
大

学
︵
U
n
iv
ersity
of
C
atan
ia
︶
、
メ

ッ

シ

ー

ナ

大

学

︵
U
n
iv
ersity
of
M
essin
a
︶
、
レ
ッ
ジ
ョ
・
カ
ラ
ブ
リ
ア

大

学
︵
M
ed
iterran
ean

U
n
iv
ersity

of
R
eg
g
io

C
alab
ria
︶
の
三
つ
の
大
学
が
開
催
校
と
な
り
、
イ
タ
リ

ア
の
シ
チ
リ
ア
州
タ
オ
ル
ミ
ー
ナ
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。
年
次
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
と
、
タ
オ
ル
ミ
ー

─ 36 ─



ナ
で
の
開
催
は
一
九
七
九
年
以
来
、
二
度
目
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
年
次
大
会
の
会
場
は
一
カ
所
で
は
な

く
、
タ
オ
ル
ミ
ー
ナ
に
あ
る
ホ
テ
ル
︵
H
otel
V
illa

D
iod
oro
︶
を
メ
イ
ン
と
し
て
、
徒
歩
一
〇
分
程
度
の
圏

内
の
三
つ
の
会
場
に
分
か
れ
て
の
開
催
と
な
っ
た
︵
写
真

１
︶
。

本
稿
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
続
く
Ⅱ
節
で

は
、
国
際
財
政
学
会
第
六
九
回
年
次
大
会
全
体
の
概
要
を

説
明
す
る
。
そ
し
て
Ⅲ
節
で
は
筆
者
が
興
味
深
く
感
じ
た

個
別
報
告
の
内
容
を
紹
介
す
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
基
調

講
演
、
個
別
報
告
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、

筆
者
の
関
心
は
、
広
い
意
味
で
の
証
券
税
制
︵
個
人
資
産

所
得
税
と
そ
れ
に
関
連
す
る
税
制
︶
に
あ
る
の
で
、
紹
介

す
る
内
容
が
そ
う
し
た
税
制
に
関
す
る
研
究
に
焦
点
を
当

て
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
き

た
い
。
最
後
の
Ⅳ
節
で
は
、
次
回
の
ス
イ
ス
の
ル
ガ
ー
ノ

で
開
催
さ
れ
る
第
七
〇
回
年
次
大
会
に
つ
い
て
触
れ
る
。

国際財政学会第69回年次大会に参加して

─ 37 ─
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Ⅱ
．
第
六
九
回
年
次
大
会
の
概
要

年
次
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
は
図
表
１
の
と
お
り

で

あ

る
。
以

下

で

は
、
基

調

講

演
︵
K
ey
n
ote

L
ectu
res︶
、
個

別

報

告
︵
W
ork
in
g

G
rou
p

S
es-

sion
s︶
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ベ
ン
ト
︵
S
ocial
E
v
en
ts︶

に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き
た
い
。

⑴

基
調
講
演
︵
K
e
y
n
o
te
L
e
c
tu
re
s
︶

図
表
１
に
あ
る
と
お
り
、
今
大
会
で
は
二
二
日
に
二

つ
、
二
三
日
か
ら
二
五
日
に
か
け
て
は
一
つ
ず
つ
、
合
計

五
つ
の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
基
調
講
演
の
テ
ー
マ

は
、
﹁
成
長
と
発
展
に
お
け
る
国
家
の
役
割
﹂
︵
T
h
e
R
ole

of
th
e
S
tate
in
G
row
th
an
d
D
ev
elop
m
en
t︶
で
あ
っ

た
。
図
表
２
は
今
大
会
の
講
演
者
と
そ
の
論
題
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
講
演
者
は
、
P
ran
ab
B
ard
h
an
、
R
ob
in

B
oad
w
ay
、
R
av
i
K
an
b
u
r、
M
ich
ael
K
een
、
D
an
iel

T
reism
an
と
い
う
、
い
ず
れ
も
著
名
な
研
究
者
で
あ

る
。
各
講
演
者
の
論
題
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
テ
ー
マ

が
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
そ
の
内
容
は
幅
広
く
、
各
講

演
の
内
容
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
各

講
演
と
も
最
後
に
質
疑
応
答
の
時
間
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
た
め
に
予
定
時
間
を
過

ぎ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
か
っ
た
︵
写
真
２
︶
。

⑵

個
別
報
告
︵
W
o
rk
in
g
G
ro
u
p
S
e
s
s
io
n
s
︶

図
表
１
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
個
別
報
告
は
大
会
期
間

中
す
べ
て
の
日
に
行
わ
れ
た
。
写
真
３
は
そ
の
様
子
で
あ

る
。
図
表
３
は
一
例
と
し
て
、
二
四
日
の
一
一
時
三
〇
分

か
ら
一
三
時
〇
〇
分
に
か
け
て
行
わ
れ
た

S
ession
の
タ

イ
ト
ル
を
列
挙
し
て
い
る
。
各

S
ession
に
は
タ
イ
ト
ル

が
付
い
て
お
り
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
に
関
連
す
る
個
別
報
告

が
行
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
B
u
sin
ess
T
ax
es:
C
ou
n
try
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国際財政学会第69回年次大会に参加して
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（出所） 国際財政学会資料より作成

図表１ プログラムの概要
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（出所） 国際財政学会資料より作成

図表２ 基調講演の講演者と論題

筆者撮影

写真２ 基調講演（Keynote Lectures）の様子
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筆者撮影

写真３ 個別報告（Working Group Sessions）の様子

（出所） 国際財政学会資料より作成

図表３ Session の一例



S
tu
d
ies
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の

S
ession
で
は
、
ド
イ
ツ
、

日
本
、
イ
タ
リ
ア
の
企
業
課
税
に
つ
い
て
の
個
別
報
告
が

行
わ
れ
た
。
す
べ
て
の

S
ession
の
タ
イ
ト
ル
及
び
個
別

報
告
の
論
題
、
個
別
報
告
の
報
告
論
文
は
、
国
際
財
政
学

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ⑵

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
S
ession
の
総
数
は
九
一
、
個
別
報
告
の
本
数

は
二
九
九
で
あ
る
。
昨
年
の
年
次
大
会
の

S
ession
の
総

数
は
九
一
、
個
別
報
告
の
本
数
は
三
一
二
で
あ
っ
た
の

で
、
S
ession
の
数
は
同
じ
で
あ
る
が
、
個
別
報
告
の
本

数
は
若
干
減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。

個
別
報
告
の
内
容
は
税
制
、
社
会
保
障
、
地
方
財
政
、

経
済
成
長
、
環
境
問
題
な
ど
幅
広
く
、
分
析
手
法
も
理

論
、
実
証
、
事
例
研
究
な
ど
多
様
で
あ
る
。
筆
者
は
、

C
ap
ital
In
com
e
T
ax
T
h
eory
、
B
u
sin
ess
T
ax
es:

C
ou
n
try
Stu
d
ies、
C
orp
orate
T
ax
ation
な
ど
、
企

業
や
資
本
に
対
す
る
課
税
を
扱
っ
た

S
ession
を
中
心
に

報
告
を
聞
い
た
。
た
だ
、
前
述
の
よ
う
に
会
場
が
三
カ
所

に
分
散
し
て
い
た
た
め
、
関
心
は
あ
っ
た
が
聞
く
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
個
別
報
告
も
あ
り
、
そ
の
点
は
残
念
で

あ
っ
た
。
次
の
Ⅲ
節
で
は
筆
者
が
参
加
し
た

S
ession
の

中
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
の
法
人
税
改
革
に
つ
い
て
の
個
別
報

告
の
内
容
を
紹
介
し
、
そ
れ
を
基
に
簡
単
で
あ
る
が
、
わ

が
国
の
法
人
税
改
革
に
関
し
て
考
え
て
み
た
い
。

⑶

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ベ
ン
ト
︵
S
o
c
ia
l
E
v
e
n
ts
︶

年
次
大
会
の
中
心
は
も
ち
ろ
ん
基
調
講
演
や
個
別
報
告

で
あ
る
が
、
大
会
期
間
中
は
様
々
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ベ

ン
ト
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
が
親
交
を
深
め
る
貴

重
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
二
二
日
の
夜
に
は
ウ
ェ
ル
カ

ム
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
二
四
日
の
夜
に
は
デ
ィ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
三
日
の
午
後
は
基
調
講
演
や
個
別

報
告
は
な
く
、
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
お
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
級
の
活
火
山
で
あ
る
エ
ト
ナ
山
へ
行
っ

た
。
た
だ
、
エ
ト
ナ
山
周
辺
は
あ
い
に
く
天
候
が
悪
く
十

証券レビュー 第53巻第９号
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分
に
観
光
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

Ⅲ
．
イ
タ
リ
ア
の
法
人
税
改
革

こ
こ
で
は
、
イ
タ
リ
ア
の
統
計
機
関
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｔ
︵
Istitu
to
N
azion
ale
d
i
S
tatistica
︶
の

A
n
ton
ella

C
aiu
m
i
氏
が

B
u
sin
ess
T
ax
es:
C
ou
n
try
S
tu
d
ies
と

い
う
タ
イ
ト
ル
の

S
ession
で
行
っ
た
、
イ
タ
リ
ア
の
法

人
税
改
革
の
影
響
に
関
す
る
個
別
報
告
に
つ
い
て
触
れ
た

い
。
報
告
論
題
は
、
C
orp
oration
tax
in
Italy
:
ev
i-

d
en
ce
from
tax
retu
rn
d
ata
で
あ
る
。

こ
の
報
告
で
は
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
︵
A
llow
an
ce
for
C
orp
o-

rate
E
q
u
ity
︶
と
呼
ば
れ
る
制
度
に
注
目
し
て
い
る
。

Ａ
Ｃ
Ｅ
と
は
、
一
九
九
一
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
研
究
機
関
で

あ
る
Ｉ
Ｆ
Ｓ
︵
In
stitu
te
for
F
iscal
S
tu
d
ies︶
か
ら
提

案
さ
れ
た
も
の
で
、
自
己
資
本
の
一
定
割
合
を
法
人
税
の

課
税
ベ
ー
ス
か
ら
控
除
す
る
こ
と
を
認
め
る
制
度
で
あ

る
。
通
常
、
企
業
の
負
債
利
子
は
法
人
税
の
課
税
ベ
ー
ス

か
ら
控
除
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
株
式
の
機
会
費
用
に
つ

い
て
は
特
に
何
も
控
除
さ
れ
な
い
の
で
、
税
制
が
企
業
の

負
債
に
よ
る
資
金
調
達
を
優
遇
し
て
い
る
。
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
ね

ら
い
は
、
こ
の
負
債
優
遇
を
是
正
し
て
資
金
調
達
の
中
立

性
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
は
企
業
の

投
資
決
定
に
対
し
て
も
中
立
的
に
な
る
こ
と
が
、
理
論
的

な
分
析
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｃ
Ｅ
は
一
九

九
〇
年
代
に
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
タ
リ
ア
で
導

入
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
ベ
ル
ギ
ー
で
導
入
さ
れ
た
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の

国
で
は
廃
止
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
も
一
九
九
七
年
に
導
入
し

た
が
、
二
〇
〇
三
年
に
廃
止
し
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
タ

リ
ア
で
は
二
〇
一
一
年
に
こ
の
制
度
が
形
を
変
え
て
再
導

入
さ
れ
た
の
で
、
現
在
の
導
入
国
と
し
て
は
ブ
ラ
ジ
ル
、

ベ
ル
ギ
ー
、
そ
し
て
再
導
入
し
た
イ
タ
リ
ア
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ち
な
み
に
、
昨
年
の
国
際
財
政
学
会
の
年
次
大
会
で

国際財政学会第69回年次大会に参加して
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は
ブ
ラ
ジ
ル
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
影
響
を
分
析
し
た
個
別
報
告
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
以
外
で
企
業
の
資
金
調
達
行
動

に
対
し
て
中
立
的
な
税
制
と
し
て
は
、
一
九
九
二
年
に
ア

メ
リ
カ
財
務
省
︵
U
.
S
.
D
ep
artm
en
t
of
th
e
T
rea-

su
ry
︶
か
ら
提
案
さ
れ
た
、
Ｃ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
︵
C
om
p
reh
en
-

siv
e
B
u
sin
ess
In
com
e
T
ax
︶
と
呼
ば
れ
る
制
度
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
と
は
逆
に
株
式
の
機
会
費
用
だ
け

で
な
く
負
債
利
子
の
控
除
も
認
め
な
い
と
い
う
も
の
で
、

Ａ
Ｃ
Ｅ
と
異
な
り
投
資
決
定
に
対
し
て
は
非
中
立
的
に
な

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

A
n
ton
ella
C
aiu
m
i
氏
の
報
告
で
は
、
ま
ず
一
九
九
〇

年
か
ら
二
〇
一
二
年
に
か
け
て
の
法
人
税
改
革
の
内
容
を

整
理
し
、
イ
タ
リ
ア
の
法
人
税
制
の
特
徴
と
し
て
、
Ａ
Ｃ

Ｅ
の
側
面
だ
け
で
な
く
Ｃ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
の
側
面
も
持
っ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
側
面
と
は
、
も
ち
ろ

ん
二
度
に
わ
た
っ
て
導
入
さ
れ
た
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
こ
と
を
指
し

て
い
る
。
一
九
九
七
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
最
初
の
Ａ
Ｃ
Ｅ

は
、
頻
繁
に
算
定
方
法
が
変
更
さ
れ
た
が
、
大
ま
か
に
言

う
と
自
己
資
本
の
一
定
割
合
に
対
し
て
軽
減
税
率
を
適
用

す
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
二
段
階
の
法
人
税
率
を
設
定

し
て
い
る
こ
と
か
ら

D
u
alIn
com
e
T
ax⑶

と
呼
ば
れ
て
い

た
。
二
〇
一
一
年
か
ら
再
導
入
さ
れ
た
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
イ
タ
リ

ア
で
の
名
称
は

A
iu
to
alla
C
rescita
E
con
om
ica
︵
英

語
で
は
、
A
id
to
E
con
om
ic
G
row
th
︶
で
、
こ
ち
ら
も

頭
文
字
を
と
る
と
Ａ
Ｃ
Ｅ
に
な
る
。
制
度
の
概
要
で
あ
る

が
、
二
〇
一
〇
年
以
降
の
新
規
株
式
を
対
象
に
、
導
入
か

ら
の
三
年
間
︵
二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
一
三
年
︶
に
つ
い

て
は
、
そ
の
三
％
を
法
人
税
の
課
税
ベ
ー
ス
か
ら
控
除
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
再
導
入
さ
れ
た

制
度
の
方
が
Ｉ
Ｆ
Ｓ
の
提
案
に
近
い
制
度
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
一
方
、
Ｃ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
の
側
面
と
は
二
つ
の
税
制
を

指
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
イ
タ
リ
ア
の
州
事
業
税

︵
Im
p
osta
R
eg
on
ale
su
lle
A
ttiv
ita
P
rod
u
ttiv
e;

IR
A
P
︶
で
あ
る
。
こ
れ
は
イ
タ
リ
ア
で
事
業
を
行
う
法
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人
な
ど
を
対
象
に
し
た
地
方
税
で
、
事
業
活
動
に
よ
り
生

じ
た
生
産
価
値
の
純
額
が
課
税
ベ
ー
ス
と
な
る
。
こ
の
課

税
ベ
ー
ス
の
算
定
に
あ
た
っ
て
負
債
利
子
が
控
除
不
可
能

な
こ
と
か
ら
、
Ｃ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
的
な
側
面
を
持
つ
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
も
う
一
つ
は
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
導
入
さ
れ

た
負
債
利
子
控
除
に
対
す
る
制
限
で
あ
る
。
企
業
は
受
取

利
子
等
の
額
と
同
じ
額
ま
で
は
負
債
利
子
等
を
控
除
で
き

る
が
、
そ
れ
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
粗
利
益

︵
G
ross
O
p
eratin
g
P
rofit︶
の
三
〇
％
ま
で
と
い
う
制

限
が
加
え
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

続
い
て
こ
の
報
告
で
は
、
フ
ォ
ワ
ー
ド
ル
ッ
キ
ン
グ
な

平
均
実
効
税
率
の
推
計
を
行
い
、
法
人
税
改
革
の
影
響
を

見
て
い
る
。
フ
ォ
ワ
ー
ド
ル
ッ
キ
ン
グ
な
平
均
実
効
税
率

と
は
、
D
ev
ereu
x
an
d
G
riffith
︵
1999
︶
に
よ
っ
て
提

唱
さ
れ
た
概
念
で
、
実
際
の
税
負
担
で
は
な
く
、
仮
想
的

な
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
現
在
の
税
制
の
影
響
を

見
る
指
標
で
あ
る
。
こ
の
指
標
は
、
企
業
の
立
地
選
択
に

影
響
を
及
ぼ
す
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
報
告
で
は
、

B
rescian
i
an
d
G
ian
n
in
i︵
2003
︶
と
い
う
先
行
研
究
の

成
果
を
利
用
し
、
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
の

フ
ォ
ワ
ー
ド
ル
ッ
キ
ン
グ
な
平
均
実
効
税
率
を
推
計
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
一
貫
し
て
フ
ォ
ワ
ー
ド
ル
ッ
キ
ン
グ
な

平
均
実
効
税
率
が
法
定
税
率
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
を
示

し
た
。

さ
ら
に
、
イ
タ
リ
ア
の
法
人
税
改
革
の
内
容
を
で
き
る

だ
け
忠
実
に
反
映
さ
せ
た
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
個
別
企
業

の
デ
ー
タ
を
用
い
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
分
析
を
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
再
導
入
さ
れ
た
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
影
響
を

非
常
に
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。
主
な
分
析
結
果
は
、
分

析
対
象
企
業
の
三
割
程
度
の
企
業
が
再
導
入
さ
れ
た
Ａ
Ｃ

Ｅ
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
、
潜
在
的
な
税
率
︵
法
人
税
収

を
法
人
の
利
益
で
除
し
た
も
の
︶
が
法
定
税
率
よ
り
一
・

一
～
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
ポ
イ
ン
ト
低
く
な
る
こ
と
な
ど

で
あ
る
。
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A
n
ton
ella
C
aiu
m
i
氏
の
分
析
で
用
い
ら
れ
て
い
る
モ

デ
ル
は
大
変
精
緻
な
も
の
で
あ
り
、
高
く
評
価
で
き
る
。

し
か
し
そ
の
反
面
、
モ
デ
ル
に
Ａ
Ｃ
Ｅ
以
外
の
要
素
も
複

雑
に
入
り
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。
分
析
の
目
的
が
再
導

入
さ
れ
た
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
効
果
を
見
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
効
果
だ
け
を
う
ま
く
抽
出
し
て
い
る
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
は
、
少
し
疑
問
が
残
っ
た
。
ま
た
、
わ
が
国

の
法
人
税
改
革
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
法
定
税
率
あ
る

い
は
法
人
所
得
課
税
の
実
効
税
率
︵
法
人
所
得
に
対
す
る

租
税
負
担
の
一
部
が
損
金
算
入
さ
れ
る
こ
と
を
調
整
し
た

上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
税
率
を
合
計
し
た
も
の
︶
の
引
き
下

げ
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
措
置

で
は
企
業
行
動
に
対
す
る
非
中
立
性
は
解
消
さ
れ
な
い
。

Ａ
Ｃ
Ｅ
は
こ
う
し
た
非
中
立
性
を
解
消
し
、
企
業
段
階
の

税
額
を
減
少
さ
せ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
の

よ
う
な
企
業
行
動
に
対
し
て
中
立
的
な
税
制
に
つ
い
て
の

研
究
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

Ⅳ
．
第
七
〇
回
年
次
大
会
に
つ
い
て

次
回
の
第
七
〇
回
年
次
大
会
は
、
二
〇
一
四
年
八
月
二

〇
日
か
ら
二
三
日
に
か
け
て
ス
イ
ス
の
ル
ガ
ー
ノ

︵
L
u
g
an
o
︶
で
、
ル

ガ

ー

ノ

大

学
︵
U
n
iv
ersity
of

L
u
g
an
o
︶
が
主
催
校
と
な
り
、
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
開
催
地
の
ル
ガ
ー
ノ
は
ス
イ
ス
南
部
に
位
置
し
、
イ

タ
リ
ア
語
圏
で
あ
る
テ
ィ
チ
ー
ノ
州
最
大
の
都
市
で
あ

る
。
山
と
湖
に
囲
ま
れ
た
美
し
い
街
で
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

ヒ
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
次
ぐ
ス
イ
ス
第
三
の
金
融
の
中
心
地

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
開
催
校
の
ル
ガ
ー
ノ

大
学
は
設
立
が
一
九
九
六
年
と
新
し
く
、
経
済
学
、
建
築

学
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
、
情
報
科
学
の
四
つ
の
学

部
か
ら
成
る
。
学
生
数
は
約
三
〇
〇
〇
名
、
教
員
数
は
約

八
〇
〇
名
と
い
う
、
比
較
的
小
規
模
な
大
学
で
あ
る
。

年
次
大
会
の
基
調
講
演
の
テ
ー
マ
は
﹁
高
齢
化
社
会
に
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向
け
た
福
祉
国
家
の
再
設
計
﹂
︵
R
ed
esig
n
in
g
th
e

W
elfare
S
tate
for
A
g
in
g
S
ocieties︶
と
な
っ
て
い

る
。
先
進
国
で
は
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
、
そ
の
他
の

国
も
今
後
の
進
行
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
各
国
と
も
年
金

や
医
療
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
や
所
得
再
分
配
政
策
の
見

直
し
が
財
政
に
お
け
る
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
時
宜
を
得
た
テ
ー
マ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
講
演
者
と

論
題
は
本
稿
執
筆
時
点
で
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
周

知
の
と
お
り
わ
が
国
は
主
要
先
進
国
の
中
で
最
も
高
齢
化

が
進
行
し
て
い
る
の
で
、
わ
が
国
に
つ
い
て
何
ら
か
の
言

及
が
な
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
わ
が
国
に
お

け
る
高
齢
化
に
伴
う
証
券
税
制
の
課
題⑷

と
し
て
は
、
確
定

拠
出
年
金
制
度
の
税
制
措
置
の
見
直
し
や
、
日
本
版
Ｉ
Ｒ

Ａ
の
導
入
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
次
回
の
年
次
大
会
に
つ

い
て
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
基
調
講
演
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
説
明
し
た
文
章
の
中
で
個
人
年
金
に
対
す
る
規
制
の

重
要
性
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た

わ
が
国
の
証
券
税
制
の
課
題
に
つ
い
て
何
ら
か
の
示
唆
が

得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
筆
者
個
人
と
し
て
は
期
待

し
て
い
る
。

年
次
大
会
で
は
基
調
講
演
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
個
別

報
告
が
行
わ
れ
る
。
先
に
も
触
れ
た
と
お
り
個
別
報
告
の

内
容
、
ア
プ
ロ
ー
チ
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
次
回
も

資
産
課
税
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
所
得
税
、
法
人
税
、
年

金
制
度
な
ど
、
広
い
意
味
で
証
券
に
関
わ
る
分
野
に
つ
い

て
優
れ
た
研
究
成
果
が
数
多
く
報
告
さ
れ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

︵
注
︶

⑴

h
ttp
://w
w
w
.iip
f.n
et/in
d
ex
.h
tm

⑵

http://editorialexpress.
com
/conference/IIP
F
69/program
/

IIP
F
69.h
tm
l

⑶

北
欧
諸
国
で
導
入
さ
れ
て
い
る
二
元
的
所
得
税
︵
所
得
を
勤
労
所

得
と
そ
れ
以
外
の
所
得
の
二
つ
に
分
け
て
、
前
者
に
は
累
進
課
税
、

後
者
に
は
低
率
の
定
率
課
税
を
行
う
税
制
︶
も

D
u
al
In
com
e
T
ax

と
い
う
名
称
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
両
者
は
異
な
る
税
制
で
あ
る
。
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⑷

日
本
証
券
業
協
会
で
は
、
二
〇
一
一
年
九
月
に
﹁
今
後
の
社
会
構

造
の
変
化
を
見
据
え
た
証
券
税
制
等
の
あ
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
﹂

を
設
置
し
、
証
券
税
制
等
の
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
中
長
期
的

な
観
点
か
ら
検
討
を
行
い
、
二
〇
一
二
年
六
月
に
報
告
書
を
公
表
し

た
︵
h
ttp
://w
w
w
.jsd
a.or.jp
/k
atsu
d
ou
/k
aig
i/ch
ou
sa/sy
ok
e

n
zeisei/files/120621_h
ou
k
ok
u
sy
o.p
d
f︶
。
そ
の
中
で
は
確
定
拠

出
年
金
制
度
や
日
本
版
Ｉ
Ｒ
Ａ
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
金

融

庁

の
﹁
平

成

二

六

年

度

税

制

改

正

要

望

項

目
﹂

︵
h
ttp
://w
w
w
.
fsa.
g
o.
jp
/n
ew
s/25/son
ota/20130830-6/01.

p
d
f︶
で
は
、
他
府
省
と
の
共
同
要
望
項
目
と
し
て
確
定
拠
出
年
金
制

度
の
拡
充
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
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︶
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